
【水と土基金】

中山間地域における畦畔法面除草作業

省力化の検証【安来市赤屋地区】

固化材混合

法面転圧

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟづくり調査研究事業 【津和野町堤田地区】

堤田地区は、水田、水路等にはカブトエビ、ホウネンエビなどの

希少な水性生物が生息し、地域内で生産される減農薬米は〈め

だか、カブトエビ、ホウネンエビが宿る里「つつみだのコシヒカリ」〉

として販売されるなど、環境に対する配慮や農村の景観づくりに

高い関心を有する地域である。

このような地域特性を背景に、地域住民が主体となった計画か

ら整備、管理の手法の検討を行う生態系保全型水路の実証試験

として、平成22年度この地域の中央部を流れる水路にビオトープ

を整備した。

洗川ビオトープ

説明看板

水田の汎用化に向けた既設暗渠排水の活用方法実証実験

【講武地区（松江市鹿島町）、掛合南部地区（雲南市掛合町）】
○概要

水田をフル活用して、麦・大豆等の戦略作物や地域振興作物を栽培していくうえで、畑作物の生産性向上が求められており、水田では、よ

り一層の排水性改善や水管理の効率化を行っていく必要がある。

一方、島根県内のほ場整備済み水田の多くは、昭和時代に整備を終えており、整備後相当の年数が経過しているため、経年変化による暗

渠排水機能の低下が顕在化してきている。このことから麦・大豆等の生産に意欲的なほ場整備済地区において、地下かんがいシステムと補

助暗渠を整備し、「排水効果」と「作物収量」がどのように変化するかを実証した。

○結果

（１）排水性向上効果

・補助暗渠を施工したほ場は、降雨後に乾燥状態となる速度が速く、浅埋設の暗渠排水管と併用することにより排水機能が向上する結果と

なった。

・補助暗渠の排水効果について、籾殻の有無及び施工間隔（1.0mと2.5m）による排水効果の差は確認されなかったが、施工間隔を5.0mと
したほ場においては、排水効果が劣る結果となった。

（２）実証作物の増収効果

大豆

・補助暗渠の排水効果により、播種後から地下かんがいを開始するまでの間、乾燥状態が良好であった実証ほ場が発芽・収量ともに良好

な結果となり、排水性の向上が収量増に結びついた。

大麦

・補助暗渠等の排水対策を実施した実証ほ場が、降雨後の土壌水分量が少なく収量増に結びついた。

水稲

・実証整備による排水性の向上効果と、収量との相関関係を確認することができなかった。

完成状況

中山間地域における営農においては、除草作業に多大な労力

を要し、近年の急速な過疎・高齢化の進行もあり、除草作業の

負担が耕作放棄地の発生・増加の要因となっている。

そこで、除草作業の負担を軽減するため法面に土壌硬化剤を

添加する実証試験を行い、その抑草効果を検証し、防草対策

として導入に結び付けたい。



【水と土基金】

中山間地域では法面や畦畔の草刈りが農作業従事者の重荷と

なっており、今後更なる離農者の増加が見込まれる中、農地が適

切に保全されず、遊休農地に増加が見込まれる。

このため、中山間地域において畦畔等の除草省力化を図るため、

農地の保全管理に取り組む多面的機能支払交付金の広域活動組

織等が実情にあった草刈機の導入を検討できるようモニターとして

機械を貸出す実証実験

○概要

跡市環境保全組合（江津市）はH19年から地域の農地保全活動に取
組でいるが、地域の高齢化と後継者となる若者の地区外転出により、

遊休農地が増加してきていた。このような中、H25年災害によりＨ２６
からＨ２８まで耕作不能となったことから、営農意欲が減退した。

このような状況を改善するため、土地改良施設の状況調査を行い、

中長期的な農地利用方法を地域で検討するとともに、土地改良施設

や農地の機能強化・保全に関する基本対策等をとりまとめ、今後の

環境保全、地元産品の開発、6次産業化に向けた取組を検討。

○取組内容

平成28年度：現地調査、意向調査
平成29年度：現地調査、ワークショップ開催1回 参加者37名
平成30年度：現地調査、ワークショップ開催2回 参加者57名

○その後

ワークショップを含めた地域の活動が認められ、令和元年度に多面

的機能発揮促進事業の最優秀賞組織として中国四国農政局長から

表彰を受けた。

ふるさと水と土指導員全国研修会
農地や農業用水など農村地域を保全・活用するための地域住民

活動（保全活動、交流活動など）の指導、助言を行う人材（ふるさと

水と土指導員）の育成、能力の向上等を目的として実施される「ふ

るさと水と土基金全国研修会」に棚田保全組織や多面的機能支払

交付金の活動組織等の地域住民組織のリーダー的立場の方を派

遣し、その後の地域住民活動に活かされています。

研修会の様子

近年の参加状況

平成２４年度 ２名

平成２５年度 １名

平成２６年度 １名

平成２７年度 ８名

平成２８年度 １名

平成２９年度 ２名

平成３０年度 １名

ふる水指導員登録数

７３名（H30.7現在）

研修修了証

畦畔除草省力化実証 【島根県内】

土地改良施設現況調査 【江津市跡市地区】

デモンストレーション実施状況

ワークショップ

保全活動で復田した「やぶさめの棚田」周辺にはイチョウウキゴケ、

ケラ、ドジョウ等が多くみられるほか、「やぶさめのため池」はモリア

オガエルの産卵場所になっている。また隣接する江尾地内の排水

路にはオヤニラミ等の希少種が発見されるなど、生物資源が多く存

在している地域であり、市山環境協議会ではこれらの生物資源の保

全やその活用を通じて地域の活性化を図る方針である。

①生き物調査、②生き物マップ（保全マップ）等作成、③ワーク

ショップ等を行い、今後の活動に活かしていく。また、この調査結果

を踏まえ、生態系に配慮した水路等の保全事例となる本地区の整

備手法を、類似の他の農地・水組織へも普及していく。

農村環境調査 【江津市市山地区】

生きもの図鑑 生きものマップ

ワークショップ 生きもの調査

結果発表



【水と土基金】

しまねの農村景観フォトコンテスト

農業・農村は私たちが、快適で安全に生活を営むうえで大切な

役割を果たしており、そこでは食糧供給のみならず、洪水や災害

を防ぐ国土保全機能や、やすらぎ、潤いを与える場を提供してい

ます。

この農業・農村を次の世代へ引き継いでいくためには、そこに住

む人々の自覚や努力だけでなく、全県民的な理解が必要です。

そこで、島根県内の農村風景を写し観賞することで、広く県民の

皆様に、食料、農業、地域の現状を知っていただき、優れた農山

村の景観を保全する県民意識の高揚を図ることを目的に「中山間

ふるさと・水と土基金事業」を活用して平成９年度より「しまねの農

村景観フォトコンテスト」を開催しています。

併せて、県内各地や県内外のイベントでフォトコンテストの入賞

作品展を開催しＰＲを行っています。

審査会の様子 しまねふるさとフェアでの展示



【棚田基金】

棚田交流施設等の整備

棚田組織が行う交流施設等の整備のための支援を行っています。

【活用事例】

棚田周辺マップの設置

（大田市子ご美の里）

ヨズクハデライトアップ

（大田市ヨズクの里）

散策道の整備

（浜田市室谷）

展望台東屋の補修

（吉賀町大井谷）

地域活動支援

各棚田組織で実施するイベントやＰＲ活動の支援を行っています。

田んぼの学校活動支援

（雲南市山王寺）

ヨズクの里フォーラム開催

（大田市ヨズクの里）

ワークショップの開催

（雲南市山王寺）
オーナー募集チラシ

（邑南町神谷）

棚田カードの作成

（県内）

イベント用法被の製作

（邑南町 羽須美） オーナー募集チラシ

（大田市 子ご美の里）

棚田石垣の補修

石積み手順書の作成

（吉賀町大井谷）

オーナー田環境整備

（邑南町上田・平佐）

案内看板の設置

（浜田市都川）

【活用事例】

展望台階段、手摺の整備

（奥出雲町追谷）

農地保全活動支援

（雲南市山王寺）



【棚田基金】

しまねの棚田ネットワーク

島根県には｢日本の棚田百選｣に選定された７つの

棚田をはじめ多数の棚田が存在し、それぞれの地

域において、棚田の保全活動や都市住民等との交

流活動などが行われています。

この保全活動・交流活動をより効率的に行う上で、

地域間相互の情報交換や意見交換を行い、あるい

は活動手法を検討する場とするため、関係団体・機

関等により構成する「しまねの棚田ネットワーク」を

設置し、定期的に情報交換、現地視察、検討会等を

開催することにより、棚田地域相互間のネットワーク

化を図っています。 棚田ネットワーク参加団体

情報交換会の様子（佐津目）

棚田ＰＲ活動

各種イベントへの参加やパンフレットを作成し、棚田地域での取組等

を広くＰＲする。

【しまねふるさとフェア】

・棚田米すくい取り

・棚田米販売

・オーナー制度ＰＲ

【しまね町村フェスティバル】

・活動パネル展示

・棚田保全に関する

クイズの実施

【しまね棚田元気ネット】

ホームページによる

活動情報等の発信

【しまね棚田めぐり旅】

棚田パンフレットを

作成し情報を発信

棚田ネットワーク

シンボルマーク

棚田地域等 関係市町 関係県機関等 備考

山王寺 雲南市

大原新田

追谷

神谷

上田・平佐

佐津目 子ご美の里

西田 ヨズクの里

都川

来尾

坂本

室谷 浜田市三隅支所

中垣内 益田市

大井谷 吉賀町

松江県土整備事務所

出雲県土整備事務所

隠岐支庁県土整備局

本庁農村整備課

島根県土地改良事業団
体連合会

１３地域 ７市町 １０機関

奥出雲町
雲南県土整備事務所

益田県土整備事務所

邑南町 県央県土整備事務所

大田市 大田事業所

浜田県土整備事務所
浜田市旭支所


